
地⽅移住の現代的意義�
〜移住相談から⾒る⽥園回帰〜�

NPOふるさと回帰⽀援センター�
副事務局⻑ 嵩 和雄�

かさみ　かずお	



【暦年】来訪者・問い合わせ数の推移（東京：2008〜2016年）�
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地⽅移住をめぐる状況の変化	



ファミリー層の相談の増加（疎開的移住）�
•  ⼦育て環境を重視�

•  ⼭梨県早川町：義務教育経費無償化�
•  ⿃取県：「⼦育て王国」�

•  智頭町：「森の幼稚園」�
•  安全な環境�

•  地震・津波の不安・原発の不安�
•  瀬⼾内エリアの相談が増加�

こんな�まで�ンビニで発��
岡⼭市、倉敷市、⾼�市などの地⽅都市が⼈気�

3.11以降のキーワード「安全・安⼼」	



•  引越し：「住む場所」を変えること�
•  住む場所以外は何も変わらない�

•  移住：「⽣活スタイル」を変えること�
•  ⽣き⽅そのものを変える�

『仕事や家族の事情ではなく「ライフスタイルを変
える」ための⽬的を持っての転居』�

「移住」と「引越し」の違いは？	



地地方方（（農農山山村村））のの価価値値がが分分かかららなないい		
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【地⽅移住を望む都市住⺠の類型（私案）】�
地地方方（（農農山山村村））のの価価値値ががわわかかるる		

積積極極的的移移住住希希望望者者 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

無無関関心心層層		

トトレレンンドド追追求求型型 
「お得な田舎暮らし」 

自自分分探探しし・・現現実実逃逃避避 
（モラトリアム型）	

アアメメニニテティィ・・ムムーーババーー 
「より良い環境」 

疎疎開開的的移移住住 
自自己己実実現現・・ 
起起業業家家型型 

癒癒ややしし希希求求型型 

都都市市否否定定型型 

子子育育てて優優先先型型 

継継業業希希望望 
悠悠々々自自適適 

ナナチチュュララリリスストト 



•      が気軽に・・・SNSの普及と若者の動き�
「いい�」�
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SNS利用率・スマートフォン世帯保有率推移と若年層の移住希望割合推移 	

フラット化する「都市ー農村関係」�



•  「都会にはない（と思われている）」ローカルの「つながり」�
•  価値観の多様化と「知らない世界」へのあこがれ�

•  地⽅にこそ「可能性」が・・・フロ�ティアとしての����

「共感」と「ゆるいつながり」	



•  ソーシャル�
•  やり甲斐、関係性�

•  ローカル�
•  拠点づくり、地域性�

•  シェア�
•  脱消費、共有性�

•  リ��ーシ���
•  再利⽤、創造性�

東���震�以降の��観の変��
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若い移住者たちのキーワードから読み解く�
 ・・・「共感」と「ゆるいつながり」	



【移住後のビジネスイメージの変化】�

•  そば屋（⼿打ち）�
•  パン屋（天然酵⺟）�
•  陶芸家（⾃⼰流）�
•  �ン��ン（⾃�の料�）�

•  カフェ（⾃然派）�
•  パン屋（かわいい系）�
•  ものづくり（クラフト系）�
•  ゲストハウス（DIY型）�

これ��は������向� ��は����るい���

� ��をミックス�



「共感」が⽣み出す“ミーム”・・・『⾷べる通信』�



「共感」が⽣み出す“ミーム”・・・『移住計画』�



一般	専門	

若者	

中高年	

２０１２〜	

１９８７〜	

専⾨誌から⼀般誌へ・・・近年は若者向けに	
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増えつつあるＵターン希望者	



「孫ターン」の可能性 ⼀世代⾶ばしての移住�
  （都会の両親を残して20〜40代の孫が地⽅に移住）	





移住・定住を阻害する３つの課題�
�

• 仕事の問題�
 仕事が少ない・・・希望職種とのミスマッチ�
 収⼊が減る・・・都市部との収⼊の格差�
• 住居の問題�
 借家が少ない・・・空き家物件があまりない�
• 受け⼊れ体制（コミュニティ）の問題�

�地域住⺠の意識・・・ヨソモノへの不安�
�⾏政に任せきり・・・⾃分ごとではない�
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移住後のライフスタイルのイメージ�
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（％） 若年層の増加が影響	

統計を取りはじめてから初めて「就労の場があること」がトップに	

移住地選択の条件（2016）	
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•  生業としての「農業」のイメージが薄い 
•  必要面積が３０坪、１００坪などという回答	

•  自営（起業）を考える割合が約３割に	

希望する就労形態（2016）※�数回��



移住者の求める「�き⽅」�
•  地⽅ならではの「やりがい」を求めて（ローカルワーク in ��道）�



ふるさと回帰支援センター
来場者アンケート2016より	

物物件件（（建建物物））のの契契約約形形態態　　[単一回答、2016年：n=2,057 ]	

61.2 

63.0

69.5

65.2

22.8 

23.0

19.8

17.6

15.9 

14.0 

10.7

7.8 6.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2013年

2014年

2015年

2016年

賃貸 分譲 賃貸分譲 実家(2016のみ) その他(2016のみ)

67.3

30.0 28.6

13.3
6.3 4.5

0.9 0.6 3.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

空き家 ｱﾊ ﾟー ﾄ ﾏﾝｼｮﾝ 新築

一戸建て

公営

住宅

菜園付

住宅

古民家 店舗･

店舗付住宅

その他

（％）

希希望望物物件件（（建建物物））のの種種別別　　[複数回答、2016年：n=1,625 ] 	

移住者のニーズは賃貸の⼾建て空き家	



 移住者にとって空き家のニーズは⾼いが・・・�
•  知らない⼈に空き家を提供することを不安に思う所有者も多い。�
•  親族の反対、近所からの否定的な⽬�
•  リフォーム等にお⾦がかかるのでは？�
•  貸したら返してもらえないのでは？�

•  農⼭村の空き家住宅は、宅地建物取引に関して⼿間の割に家賃額
が低く、「事業」として成⽴しにくい。�

��体に�る「������」�
 移住希望者にとっての「空き家バンク」の魅⼒とは�

•  ⾏政が間に⼊っている安⼼感�
•  「市場に出にくい」「安い不動産」を「仲介⼿数料を払わず」

に購⼊・賃借が可能�

地⽅の空き家の課題	



例）⾼知県梼原町 �
•  空き家を家主から１０年契約で

梼原町が無償で借り受け、リフ
ォームして移住者らに貸し出す
事業。�

•  2013年度に着⼿し、これまでに
30棟を改修。（全て成約済）�

前年同期⽐で⼈⼝減少は1名�
（これまでは年50〜90⼈のマイナス）�

⾏政による空き家の借り���
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ステップ１　　　ステップ２　　　ステップ３　　　ステップ４	

移住希望者	

地���������

「つなぎづくり」と
してのまちづくり協
議会・NPO等の役割�

地⽅移住に向かない
⼈は紹介しない（諦
�て�ら�）�

「困った移住希望者」
を断れるか？	

移住者���みのステップ�



移住者支援団体（NPO法人おせっかい:千葉県館山市）	
 	

多�化する移住者受け⼊れ主体 �



多�化する移住者受け⼊れ主体 �

移住者支援団体（NPO法人ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会:福島県二本松市）	
 	



岐⾩県「古⺠家活⽤」�
セミナー�

～古民家暮らしの魅力を語る～	

＜＜内内容容＞＞ 
古民家での生活、古民家改修の取組を
ご紹介！地域の受入団体、移住された方
、古民家改修に取り組む建築士らが語り
合うトークセッション。受け入れ団体2名、
移住者1名、建築士1名 
■参参加加自自治治体体■ 
恵那市・下呂市・白川町		



愛媛県「ゲストハウス」�
実践者座談会�

～ゲストハウスの魅力を語る～	

＜＜内内容容＞＞ 
移住の現地視察の際にゲストハウスを使
ってみては？という提案。 
セミナーにはお試し移住歓迎のゲストハウ
ス3軒のオーナーを読んでゲストハウスを
使った移住体験のメリットや地域の歩き
方などを紹介。	



栃⽊県 �
⽚道1000円で⾒つける�

ローカルの暮らし�
～とちぎに人気の移住先、集めました～	

＜内容＞ 
片道1,000円ほどで行ける市町の紹介。 
都内から近距離・かつ私鉄を使って安く
来れる部分を全面的にＰＲ。 
体力的・金銭的にもそれほど負担なく、移
住前にしっかり現地を見ることを紹介。 
＜参加自治体＞ 
足利市・栃木市・日光市	

第162回とちぎ暮らしセミナー vol.1

2017

5.28( 日 )16:30～18:30
＠NPO法人ふるさと回帰支援センター

主催：栃木県
共催：認定 NPO法人ふるさと回帰支援センター

片道 1,000 円で見つける
ローカルの暮らし

～とちぎの人気の移住先、集めました～

何度も現地に足を運んで、移住先を決めたい。
地域とのつながりを作りたい。
気軽に東京と行き来できるローカル、集めました。

日光市

栃木市

足利市

トークゲスト
（先輩移住者）

足利市、栃木市、日光市よりゲストが登壇！
ライフスタイルの参考になる方ばかりです！

福田 大介さん（日光市移住７年目）
日光市出身。留学・海外勤務を経て、
家業を継ぐため2011年にUターン。
新事業を立ち上げるなど、幅広く活動中。

菊地 加代子さん（足利市移住３年目）
神奈川県出身。 都内に拠点を置く
足利市出身の映画監督と結婚後、Ｉターン。
平日は佐野市の会社勤務、
週末は都内の自宅という二拠点生活。

鈴木 進悟さん（栃木市移住２年目）
奈良県出身。東京の会社に勤めながら
妻の実家のある栃木市へⅠターン。
現在も栃木⇔東京の二拠点生活を送る。



番外事例〜新潟県「にいがたライフスタイルカフェ」�

31 

・移住希望の前段階(潜在層)に対するアプローチ�
  → ”地⽅での暮らし”を考える機会の提供�
・明確なテーマ設定と多彩なゲスト�



『住む』から『暮らす』へ�
 受動的か主体的か�



そこで暮らす⼈の�き⽅＝⽣き⽅を�介 （��県��村）�



�近の移住相談会・セミナーのト�ンド�



�近の移住相談会・セミナーのト�ンド�



�近の移住相談会・セミナーのト�ンド�



�近の移住相談会・セミナーのト�ンド�




